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（以下教室紹介） 

世界を牽引する泌尿器科学教室～臨床実績に支えられた幅広い実用化研究をめざして～ 

 幅広い分野(泌尿器科腫瘍、腎移植、男性不妊、排尿障害)における臨床実績 

 泌尿器腫瘍における新規バイオマーカー探索を目指した研究 

 腸内細菌叢による前立腺がん増殖メカニズムの解明 

 腎移植 2000 例の経験に基づく個別化オーダーメイド治療の確立 

 男性不妊症の分子メカニズム解明とその臨床応用 

 疾患モデルマウスを用いた排尿機能の分子生理学的解析 

 世界をリードする泌尿器腫瘍のバイオマーカー探索研究など幅広いトランスレー

ショナル・リサーチ(translational research)を展開 

 泌尿器科学とは腎 尿路 副腎 後腹膜 男性生殖器を対象とする外科学の一領域であり、欧

米では Department of Surgery / Division of Urology として名実ともに外科学の一部門と

して位置付けられています。泌尿器科学は幅広い領域、具体的には腫瘍学、前立腺学、結

石学、排尿機能、内視鏡学、手術学など欧米と共通する分野の他に腎移植学、男性学(アン

ドロロジー 婦人科学に対応する)、小児や女性泌尿器科学、性機能学、排尿生理学、感染

症、画像診断学などに対応しています。当科も幅広い分野に対応するべく、泌尿器科腫

瘍、腎移植、アンドロロジー及び排尿機能を専門とした研究グループが臨床及び基礎研究

に従事しています。 



 

 泌尿器腫瘍領域では近年注目されている血液や尿などの体液から診断を行うリキッドバイ

オプシーの技術を応用し、泌尿器腫瘍の新規バイオマーカー開発を目指した研究を行って

います。患者さんの血液および尿といった体液から DNA や RNA といった核酸やタンパク

質を抽出し、これらの網羅的解析により診断や治療に応用できる新たなバイオマーカーの

同定を試み、腎臓がんや膀胱がんの診断や予後予測に有用なマイクロ RNA などを同定して

きました。また腸内細菌叢と泌尿器がんの関連の解明を目指した研究も行っています。特

に前立腺がんと腸内細菌叢の関連については、動物実験およびヒトを対象とした臨床研究

により腸内細菌叢が前立腺がんの増殖を引き起こすメカニズムを明らかにしてきました。 

 当科における腎移植の歴史は古く、1965 年に開始され現在まで関連施設を含め 2000 例に

及びます。この経験をもとに患者さん個々に最適な個別化オーダーメイド治療を提供して

います。また移植した腎臓に対する拒絶反応を克服すべく遺伝子治療等の研究、臨床応用

に取り組んでいます。さらに大阪大学産業科学研究所との共同研究により水素を用いた新

規治療法の確立も目指しています。これは慢性腎臓病を含めた各種疾患の原因である活性

酸素を持続的に抑制できる可能性がある画期的手法であり各方面から注目されています。 

 アンドロロジー領域では、マウス精巣からクローニングした新規遺伝子についてノックア

ウトマウスの解析ならびにヒト男性不妊症患者におけるゲノム解析を行うことで、男性不

妊症の原因遺伝子を多数同定してきました。また疾患モデルマウスを用いた精索静脈瘤に

伴う男性不妊症の分子メカニズムの解明およびその新規治療法確立を目指した研究や、

MRI を用いた造精機能障害の新規診断技術開発を目指した研究も行っています。 

 排尿機能領域では、当教室で確立した新規夜間多尿モデルマウスを用いて夜間多尿の分子

メカニズムの解明およびその新規治療法開発を目指した研究を行っています。また尿中細

菌叢が膀胱機能に及ぼす影響を明らかにすることを目指し、臨床研究も行っています。 
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